
　「神
かみ

が彼
かれ

らを呪
のろ

われんことを！」　

全
ぜん

ユダヤ教
きょう

の最
さい

高
こう

議
ぎ

会
かい

であるサンヘ

ドリンに、大
だい

祭
さい

司
し

カヤパがクリスチ

ャン達
たち

をののしる声
こえ

が響
ひび

き渡
わた

った。

「我
われ

々
われ

が恐
おそ

れていた通
とお

りのことが、

今
いま

まさに起
お

こっている！　彼
かれ

らの教
きょう

義
ぎ

はまたたく間
ま

にエルサレム中
じゅう

に広
ひろ

がっているではないか！　それも、

私
わたし

がしくじったせいか！」

　すると、カヤパの義
ぎ

父
ふ

アンナスが

長
なが

い白
しろ

髭
ひげ

をなでながら穏
おだ

やかに言
い

っ

た。「まあ、落
お

ち着
つ

きなさい、息
むす

子
こ

よ。我
われ

々
われ

も議
ぎ

会
かい

の長
ちょうろうたち

老達も誰
だれ

一
ひとり

人と

して、あんな異
い

端
たん

の新
しん

興
こう

 宗
しゅう

 教
きょう

が広
ひろ

ま

り続
つづ

けるだろうなどとは、夢
ゆめ

にも思
おも

わなかったのだ。ローマ人
びと

を説
せっ

得
とく

し

て、神
かみ

を冒
ぼう

涜
とく

するナザレ人
びと

イエスを

処
しょ

刑
けい

させたのだから。」

　「そのことは承
しょう

知
ち

しております。

しかし先
せんしゅう

週は、彼
かれ

らの主
おも

だった指
し

導
どう

者
しゃ

ペテロとヨハネを始
し

末
まつ

する絶
ぜっ

好
こう

の

機
き

会
かい

がありました。二
ふ た り

人を逮
たい

捕
ほ

し、

議
ぎ

会
かい

でも彼らを処
しょ

刑
けい

することで意
い

見
けん

が一
いっ

致
ち

していたのです！」

　「では、なぜそうしなかったのか

？」

　「ラビのガマリエル先
せん

生
せい

が、彼
かれ

ら

を釈
しゃくほう

放するようにと議
ぎ

会
かい

を説
せっ

得
とく

して

しまったのです。ガマリエル先生は、

『もし彼らの企
くわだ

てやしわざが人
にん

間
げん

か

ら出
で

たものであるなら、自
じ

滅
めつ

するで

しょう。だが、もしそれが神
かみ

から出
で

たものなら、彼らを止
と

めることはで

きません。まかり間
ま

違
ちが

えば、我
われ

々
われ

は

神を敵
てき

に回
まわ

すことになりかねないの

です！』とおっしゃったのです。」1

　「わしもガマリエル先
せん

生
せい

は最
もっと

も優
すぐ

れた律
りっ

法
ぽう

学
がく

者
しゃ

として尊
そん

敬
けい

しているが、

今
こん

回
かい

は明
あき

らかに、間
ま

違
ちが

った助
じょ

言
げん

をお

前
まえ

にしてしまったな。あのような異
い

端
たん

者
しゃ

らを野
の

放
ばな

しにするとは、議
ぎ

会
かい

は

重
じゅうだい

大な過
あやま

ちを犯
おか

してしまった。」と

アンナスは言
い

った。

　「我
われ

々
われ

は二
ふ た り

人をむち打
う

った後
あと

、イ

エスの名
な

によって語
かた

り続
つづ

けるなら、

更
さら

に重
おも

い厳
げん

罰
ばつ

に処
しょ

すると脅
おどか

してから

釈
しゃくほう

放しました。」と、カヤパが言
い

っ

た。

　「だが、それが何
なん

の役
やく

に立
た

ったの

かね？　彼
かれ

らの人
にん

気
き

は日
ひ

に日に高
たか

ま

り、信
しん

者
じゃ

は増
ふ

えるばかりではないか。

おまけに、我
われ

々
われ

の祭
さい

司
し

達
たち

までもが、

大
おお

勢
ぜい

この新
しん

興
こう

 宗
しゅう

 教
きょう

の隠
かく

れた信
しん

者
じゃ

にな

っているとのことだ！　カヤパよ、

我々は今
いま

すぐに、何
なん

とかしなくては

ならない！　そうでなければ、エル

サレム中
じゅう

が、あの死
し

んだナザレ人
びと

を

救
すく

い主
ぬし

と言
い

うようになってしまうだ

ろう！」

　「その通
とお

りです。脅
おどか

しやむち打
う

ち

や投
とう

獄
ごく

ぐらいでは全
まった

く効
き

き目
め

があり

ませんでした。我
われ

々
われ

が本
ほん

気
き

であるこ

とを示
しめ

さねば。何
なん

と言
い

っても、神
かみ

へ

の冒
ぼう

涜
とく

者
しゃ

や偽
にせ

預
よ

言
げん

者
しゃ

は石
いし

打
う

ちの刑
けい

に

しなければならないと、モーセが命
めい

じているのですから！　とは言え、

父
ちち

上
うえ

。ローマ人
びと

は、我々が自
みずか

ら処
しょ

刑
けい

することを禁
きん

じております。」

聖
せい

書
しょ

の冒
ぼう

険
けん

物
もの

語
がたり

ラビが光
ひかり

を見
みいだ

出す
　子

こ

供
ども

のための使
し

徒
と

行
ぎょうでん
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　「もちろん、それは分
わ

かっておる。

だが、事
こと

は深
しん

刻
こく

だ。今
いま

すぐに何
なに

か手
て

を打
う

たねば、この新
しん

興
こう

 宗
しゅう

 教
きょう

を止
と

める

ことは、もうできないかもしれぬ。

ただ、 我
われ

々
われ

自
じ

身
しん

で 異
い

端
たん

者
しゃ

ら を 処
しょ

刑
けい

してローマとのいざこざに巻
ま

き込
こ

ま

れたり し な い た め に は 、 直
ちょくせつ

接サン

ヒドリンとの関
かん

係
けい

がない者
もの

を使
つか

わね

ば。」

　カヤパはほくそ笑
え

んで言
い

った。「そ

れは素
す

晴
ば

らしい考
かんが

えです！　ちょう

ど、それにふさわしい者
もの

がおります

よ。ラビのサウロです！　タルソの

サウロは、実
じつ

に熱
ねっ

心
しん

な若
わか

きパリサイ

人
びと

で、ギリシャやアジアから来
き

た、

ここエルサレムでも敬
けい

虔
けん

なユダヤ

人
じん

達
たち

から成
な

るリベルテンの会
かい

堂
どう

の

指
し

導
どう

者
しゃ

の一
ひとり

人です。サウロなら、我
われ

々
われ

の宗
しゅう

派
は

のために何
なん

でもするでしょ

う。」

　「私
わたし

も、サウロのことは聞
き

いたこ

とがある。父
ちち

親
おや

も、献
けん

身
しん

的
てき

なパリサ

イ人
びと

であった。」とアンナスが言
い

っ

た。

　彼
かれ

らは直
ただ

ちに、神
しん

殿
でん

の敷
しき

地
ち

内
ない

に

ある 祭
さい

司
し

達
たち

の 集
しゅう

 会
かい

 場
じょう

 に サウロを

呼
よ

び出
だ

した。サウロは喜
よろこ

んで、著
ちょ

名
めい

な

クリスチャンを捕
と

らえ、他
ほか

のクリス

チャン達
たち

も始
し

末
まつ

するという任
にん

務
む

を引
ひ

き受
う

けた。そうすれば、エルサレム

にいる他
ほか

のクリスチャン達
たち

への抑
よく

止
し

力
りょく

となり、彼らの活
かつ

動
どう

を止
と

められる

かもしれないことに同
どう

意
い

したのだ。

　サウロは、会
かい

堂
どう

に属
ぞく

する者
もの

達
たち

の中
なか

から献
けん

身
しん

的
てき

なユダヤ人
じん

達
たち

を選
えら

び出
だ

し

て一
いち

団
だん

を結
けっ

成
せい

し、クリスチャン達
たち

が

たびたび教
おし

えを説
と

いている中
ちゅうおう

央市
いち

場
ば

に向
む

かった。そこに着
つ

くと、ステパ

ノという弟
で

子
し

が、民
みんしゅう

衆に向かって公
こう

然
ぜん

とイエスについて語
かた

っていた。

　彼
かれ

らはステパノと議
ぎ

論
ろん

を始
はじ

めたが、

ステパノの霊
れい

と知
ち

恵
え

に満
み

ちた言
こと

葉
ば

に

対
たい

抗
こう

することはできなかった。それ

で、彼らは賄
わい

賂
ろ

を使
つか

って偽
ぎ

証
しょう

人
にん

を立
た

て、「我
われ

々
われ

は、ステパノがモーセと

神
かみ

を冒
ぼう

涜
とく

するのを聞
き

いた。」と言
い

わ

せた。

　それを聞
き

いた人
ひと

々
びと

は激
げき

怒
ど

し、ステ

パノを捕
つか

まえて、議
ぎ

会
かい

に引
ひ

いて行
い

っ

た。

　「この男
おとこ

は、我
われ

々
われ

の聖
せい

所
じょ

とモーセ

の律
りっ

法
ぽう

を冒
ぼう

涜
とく

してやめません。そし

て、ナザレのイエスが我々の聖所を

打
う

ち壊
こわ

し、モーセから伝
つた

わった慣
かん

例
れい

を変
か

えてしまうだろうなどと言
い

って

おります！」と偽
ぎ

証
しょうにん

人が言
い

った。

　カヤパがステパノに、その訴
うった

えの

通
とお

りかと聞
き

いた。ステパノはそれに

対
たい

し、力
ちからづよ

強い答
とう

弁
べん

をした。アブラハ

ム、イサク、ヤコブからモーセに至
いた

るまで、さらには預
よ

言
げん

者
しゃ

や王
おう

達
たち

も用
もち

いて、神
かみ

があらゆる時
じ

代
だい

を通
つう

じてい

かにイスラエルの人
ひと

々
びと

に救
すく

い主
ぬし

をむ

かえる準
じゅん

備
び

をさせてこられたか、詳
しょう

細
さい

を追
お

って説
せつ

明
めい

したのだった。

　最
さい

後
ご

に、ステパノはこう言
い

った。

「あなたがたは本
ほん

当
とう

に強
ごうじょう

情で、いつ

も聖
せい

霊
れい

に逆
さか

らっている！　あなたが

たの先
せん

祖
ぞ

達
たち

と同
おな

じです！　あなたが

たの先祖が迫
はく

害
がい

しなかった預
よ

言
げん

者
しゃ

が

一
ひとり

人でもいましたか？　あなたがた

の先祖達は、メシヤが来
こ

られること

を予
よ

告
こく

した人
ひと

達
たち

さえ殺
ころ

してしまった

ではないですか！　そしてあなたが

たは、当
とう

のメシヤを裏
うら

切
ぎ

り、殺して

しまいました！　あなたがたは律
りっ

法
ぽう

を

受
う

けたのに、守
まも

りませんでした！」2

　このような激
はげ

しい叱
しっ

責
せき

に耐
た

えかね、

ステパノを捕
つか

まえて引
ひ

いてきたサウ

ロの仲
なか

間
ま

達
たち

と議
ぎ

会
かい

は、今
いま

すぐこの異
い

端
たん

者
しゃ

を石
いし

打
う

ちの刑
けい

にすべきだという

ことになった。

　けれども、ステパノは聖
せい

霊
れい

に満
み

た

されて、天
てん

を見
み

つめていた。すると、

神
かみ

の栄
えい

光
こう

が見えた。「ああ、天が開
ひら

けて、人
ひと

の子
こ

が神の右
みぎ

に立
た

っておら

れるのが見える！」3

　これを聞
き

いた議
ぎ

会
かい

と群
ぐんしゅう

衆らは耳
みみ

を

おおい、ステパノにつかみかかった。

そして、ステパノを町
まち

の外
そと

に引
ひ

きず

り出
だ

して、石
いし

を投
な

げつけた。

　ステパノを殺
ころ

すことに大
だい

賛
さん

成
せい

して

いたサウロは群
ぐんしゅう

衆の外
そと

側
がわ

に立
た

ってい

たが、人
ひと

々
びと

は石
いし

を投
な

げるために上
うわ

着
ぎ

を脱
ぬ

ぎ、サウロの足
あし

元
もと

に置
お

いた。



　さて、サンヒドリン議
ぎ

会
かい

が驚
おどろ

いた

ことに、ステパノの死
し

によってクリ

スチャンの活
かつ

動
どう

は衰
おとろ

えるどころか、

今
いま

までにないほど、ますます勢
いきお

いを

増
ま

し、教
おし

えが広
ひろ

がっていったのだっ

た。それに激
げき

怒
ど

したのは議会だけで

はなかった。ラビのサウロも、クリ

スチャンへの憎
にく

しみに取
と

りつかれ、

信
しん

者
じゃ

を撲
ぼく

滅
めつ

しようとして、暴
ぼうりょくてき

力的な

激
はげ

しい迫
はく

害
がい

を始
はじ

めた。それで、大
だい

部
ぶ

分
ぶん

のクリスチャンはエルサレムを出
で

て行
い

った。

　ほとんどのクリスチャンを首
しゅ

都
と

エ

ルサレムから追
お

い出
だ

しただけでは飽
あ

き足
た

らず、サウロは、なおも弟
で

子
し

達
たち

に

対
たい

する脅
きょうはく

迫と殺
さつ

害
がい

の息
いき

をはずませな

がら、大
だい

祭
さい

司
し

のところへ行
い

って、シ

リアのダマスカスの諸
しょ

会
かい

堂
どう

に宛
あ

てた

正
せい

式
しき

な文
ぶん

書
しょ

を求
もと

めた。そこで見
み

つけ

たクリスチャンを全
ぜん

員
いん

捕
つか

まえてエル

サレムに連
れん

行
こう

する許
きょ

可
か

を得
え

るためだ。

*

　何
なん

年
ねん

もたってから、サウロはこの

ような告
こく

白
はく

を記
しる

している。「私
わたし

はナ

ザレのイエスの名
な

に逆
さか

らって、数
かず

々
かず

のことをしました。祭
さい

司
し

長
ちょうたち

達から権
けん

限
げん

を与
あた

えられて、多
おお

くの聖
せい

徒
と

達
たち

を投
とう

獄
ごく

しました。彼
かれ

らが処
しょ

刑
けい

される時
とき

に

は、大
おお

声
ごえ

で彼らをののしり、非
ひ

難
なん

し

ました！　至
いた

る所
ところ

の会
かい

堂
どう

で彼らを罰
ばっ

し、無
む

理
り

矢
や

理
り

に神
かみ

を汚
けが

す言
こと

葉
ば

を言
い

わ

せようとし、彼らに対
たい

してひどく荒
あ

れ

狂
くる

い、さらには外
がい

国
こく

の町
まち

々
まち

にまで、

迫
はく

害
がい

の手
て

を伸
の

ばしたのです。」4

　ある日
ひ

、サウロが神
しん

殿
でん

の護
ご

衛
えい

達
たち

と

共
とも

に、ダマスカスに向
む

かうほこりっ

ぽい道
みち

を馬
うま

に乗
の

って向かっていた時
とき

、

思
おも

いもかけない、驚
おどろ

くべきことがサ

ウロの身
み

に降
ふ

りかかった。町
まち

にも近
ちか

くなったころ、天
てん

から太
たい

陽
よう

よりもま

ばゆい光
ひかり

が差
さ

してきて、サウロ達
たち

を

めぐり照
て

らしたのだ。サウロは馬か

ら落
お

ち、みんな地
ち

に倒
たお

れた。すると、

こういう声
こえ

があった。「サウロ、サウ

ロ、なぜわたしを迫
はく

害
がい

するのか？」

　サウロは聖
せい

書
しょ

を研
けんきゅう

究してきたので、

神
かみ

がしばしば、神の言
こと

葉
ば

を伝
つた

える預
よ

言
げん

者
しゃ

らに超
ちょう

自
し

然
ぜん

的
てき

に語
かた

りかけられた

りすることは知
し

っていたが、まさか、

自
じ

分
ぶん

にこのようなことが起
お

きるなど

とは、夢
ゆめ

にも思
おも

っていなかっただろ

う！

　驚
おどろ

きと恐
きょう

怖
ふ

におののいたサウロは、

目
め

もくらむような光
ひかり

とこの声
こえ

は、一
いっ

体
たい

どういうことなのだろうと思
おも

った

にちがいない。もしそれが本
ほん

当
とう

に神
かみ

の声
こえ

であるなら、どうして「なぜわ

たしを迫
はく

害
がい

するのか？」などと言
い

う

のだろうか？　自
じ

分
ぶん

は神の敵
てき

である

者
もの

達
たち

を迫害するための聖
せい

なる任
にん

務
む

に

就
つ

いていることをご存
ぞん

じのはずでは

ないか。あのやっかい者
もの

、ナザレの

イエスに従
したが

う、異
い

端
たん

の新
しん

興
こう

 宗
しゅう

 教
きょう

の信
しん

者
じゃ

達
たち

を迫害しているのだから！

　それで、サウロはその声
こえ

に向
む

かっ

て言
い

った。「主
しゅ

よ、あなたはどなた

ですか？」

　そして返
かえ

ってきた答
こた

えは、この若
わか

いパリサイ人
びと

の人
じん

生
せい

を完
かん

全
ぜん

に変
か

えて

しまった。その声
こえ

はこう言
い

ったのだ。

「わたしは、あなたが迫
はく

害
がい

している

イエスである。」

　サウロは、頭
あたま

がくらくらした。「神
かみ

よ！　わが神よ！　イエスよ！　イエス

こそが、主
しゅ

なのだ！　イエスこそが、

救
すく

い主
ぬし

なのだ！　神よ！　私
わたし

は何
なん

て

ことをしてしまったのでしょう！　主

よ、どうか私に憐
あわ

れみを！」

ダマスカス

エルサレム



　サウロはふるえながら涙
なみだ

した。そ

して、再
さい

度
ど

その声
こえ

に向
む

かってたずね

た。「主
しゅ

よ、私
わたし

にどうせよとおっし

ゃるのですか？」

　「立
た

って、町
まち

に入
はい

りなさい。何
なに

を

すべきかは、そこで告
つ

げられる。」

と主
しゅ

は言
い

われた。

　サウロは起
お

き上
あ

がって目
め

を開
ひら

いた

が、何
なに

も見
み

えなかった。目が見えな

くなっていたのだ。サウロは同
どう

行
こう

者
しゃ

らに手
て

を引
ひ

いてもらわなければなら

なかった。そしてダマスカスに着
つ

い

た後
あと

の３
みっか

日間
かん

も、目が見えなかった。

　この、かつておごり高
たか

ぶっていた

パリサイ人
びと

であるラビのサウロは、

イエス・キリスト御
ご

自
じ

身
しん

による超
ちょう

自
し

然
ぜん

的
てき

な一
いち

撃
げき

によって、馬
うま

からも高
たか

飛
び

車
しゃ

な態
たい

度
ど

からも突
つ

き落
お

とされてしま

った。あまりにも劇
げき

的
てき

な出
で

来
き

事
ごと

に衝
しょう

撃
げき

を受
う

け、サウロは飲
の

み食
く

いもでき

ない状
じょうたい

態だった。サウロは床
とこ

に横
よこ

た

わって色
いろ

々
いろ

と考
かんが

えめぐらし、祈
いの

りな

がら、神
かみ

からの更
さら

なる啓
けい

示
じ

を待
ま

って

いた。

　３
みっか

日の後
のち

、主
しゅ

はダマスカスにいた

弟
で

子
し

の一
ひとり

人、アナニヤに語
かた

られた。

「立
た

って、タルソのサウロがいる家
いえ

を訪
たず

ねなさい。彼
かれ

に手
て

を置
お

いて、再
ふたた

び目
め

が見
み

えるようになるよう、祈
いの

り

なさい！」

　アナニヤは言
い

った。「ですが、主
しゅ

よ。あの男
おとこ

が、エルサレムにいるあ

なたの子
こ

供
ども

達
たち

にどんなにひどいこと

をしてきたかを、多
おお

くの人
ひと

から聞
き

き

ました。そして今
いま

は、あなたの御
み

名
な

を唱
とな

える者
もの

は全
すべ

て捕
つか

まえて投
とう

獄
ごく

する

権
けん

威
い

を祭
さい

司
し

長
ちょうたち

達からもらって来
き

てい

るのですよ！」

　すると、主
しゅ

は言
い

われた。「さあ、

彼
かれ

の元
もと

へ行
い

きなさい。彼は、大
おお

勢
ぜい

の

前
まえ

で私
わたし

の名
な

を伝
つた

える器
うつわ

として選
えら

ばれ

たのだ！」

　そこでアナニヤはためらいながら

もそこに行
い

き、ラビが横
よこ

たわってい

る部
へ

屋
や

へ入
はい

ると、こう言
い

ってあいさ

つした。「兄
きょうだい

弟サウロよ。」

　サウロはあぜんとした。今
いま

までに

大
おお

勢
ぜい

のクリスチャンに出
で

会
あ

ったが、

この冷
れい

酷
こく

な迫
はく

害
がい

者
しゃ

を「兄
きょうだい

弟」などと

呼
よ

ぶ者
もの

は、一
ひとり

人もいなかったからだ。

　今
いま

までに自
じ

分
ぶん

の仲
なか

間
ま

達
たち

を散
さん

々
ざん

苦
くる

し

めてきた者
もの

がこのような哀
あわ

れな状
じょうたい

態

にあるのを見
み

て、アナニヤは憐
あわ

れみ

を感
かん

じながら、こう言
い

った。「サウ

ロよ、あなたがここに来
く

る途
と

中
ちゅう

で現
あらわ

れた主
しゅ

イエスは、あなたが再
ふたた

び見え

るようになり、聖
せい

霊
れい

で満
み

たされるよ

う祈
いの

るようにと、私
わたし

をここにお遣
つか

わ

しになったのです！」

　アナニヤがサウロの両
りょう

目
め

に両
りょう

手
て

を

あてがって祈
いの

ると、たちどころに目
め

はいやされ、サウロは起
お

き上
あ

がって

食
しょく

事
じ

をし、元
げん

気
き

を取
と

り戻
もど

した。

　ダマスカスにいた弟
で

子
し

達
たち

と数
すう

日
じつ

間
かん

をいっしょに過
す

ごした後
あと

、サウロは

名
な

前
まえ

をパウロと改
あらた

め、直
ただ

ちに会
かい

堂
どう

へ

行
い

って、イエスこそが神
かみ

の御
み

子
こ

であ

ることを宣
の

べ伝
つた

え始
はじ

めたと、聖
せい

書
しょ

に

は記
しる

されている。パウロの言
こと

葉
ば

を

聞
き

いた人
ひと

々
びと

は非
ひ

常
じょう

に驚
おどろ

いて言
い

った。

「あれは、エルサレムでイエスの名
な

を唱
とな

える者
もの

達
たち

を殺
ころ

した男
おとこ

じゃないの

か？　ここにやって来
き

たのも、クリ

スチャンを投
とう

獄
ごく

するためじゃなかっ

たのか？」

　しかし、パウロはますます勢
いきお

いを

増
ま

し、イエスこそ救
すく

い主
ぬし

であると証
あか

しして、ダマスカスに住
す

んでいたユ

ダヤ人
じん

達
たち

を言
い

い伏
ふ

せた！　こうして、

使
し

徒
と

パウロの興
こう

奮
ふん

に満
み

ちた任
にん

務
む

が

始
はじ

まったのだった！

脚
きゃく

注
ちゅう

：
1 使

し

徒
と

行
ぎょうでん

伝 5:28-42参
さんしょう

照
2 使徒行伝7:51-53参照
3 使徒行伝 7:56参照
4 使徒行伝 26:9-11参照
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